








Peter Rigby による綿密な文化人類学的研究 2、















































































































子を詳細に描いた Rigby の民族誌的研究 12 におも
に依拠しながら、ゴゴ社会の女子の成人儀礼と婚
姻制度の特徴を簡単にまとめておく。

























































































なく、ヤギ 3 頭、トリ 8 羽、並びに鉄線というこ
ともあったという。1960 年代ごろになると、次
第に婚資に現金が使用されるようになるととも






















タンザニア本土では 15 歳以上の女性の 23.1% が
未婚、52.1% が既婚・同居、7.5％が離婚・別居、

























に集住しており、2011 年 9 月の黒田の調査によ











村役場に存在しなかったため、2012 年 8 ～ 9 月
の調査時に、村内全村区長の協力のもと、各村
区の総世帯数と、女性世帯主世帯の数を入手し
た。それらを集計したものが表 1 である 31。半
生を聞き取った女性たちの住む Kawawa、Mkapa
は 28％と比較的女性世帯主世帯の比率が高く、
Songambele は 22% と平均的な数字である。
図 1. ドドマ州および調査地マジェレコ村
出典：筆者（黒田）作成




本 論 で は、 マ ジ ェ レ コ 村 の 中 心 部 に あ る








るために、インタビュー対象者 10 人中 8 人は女
性世帯主としたが、比較参照のため夫婦世帯の女
性 2 人にもインタビューした。女性世帯主のうち、
3 人が寡婦、2 人が離婚女性、3 人が子どもを婚
外出産している女性である。彼女たちの年齢は幅
広く、年齢不詳や 1949 年生まれの高齢の女性か
ら、1985 年生まれの 20 歳代の女性までが含まれ
るが、1950 ～ 60 年代生まれの 40 ～ 60 歳代の女
性が最も多い。






















は、主として阪本が 8 月 22 日～ 25 日の間、調査




















出典：2012 年 8 月調査より
表 2. インタビュー対象者
対象者 婚姻状況 宗教 民族 出生年 村区
ASM 離婚 イスラム教 Nguu 1949 Songambele
MaOS 寡婦 イスラム教 Nguu 1967 Kawawa
AOS 寡婦 イスラム教 Nguu 1969 Kawawa
HOS 未婚 イスラム教 Nguu 1980 Songambele
MA 既婚 イスラム教 Nguu 1985 Kawawa
VN 既婚 キリスト教 Gogo 不明 Kawawa
AM 離婚 キリスト教→イスラム教 Gogo 1951? Kawawa
PS 寡婦 キリスト教 Gogo 1952 Mkapa
EM 未婚 キリスト教 Kaguru 1959 Kawawa
LN 未婚 キリスト教 Gogo 1968 Kawawa
表 1. マジェレコ村、各村区の世帯数と女性世帯主世帯数
注：－は、データ未入手、（　）内は合計に含まない。出典：2012 年 8 ～ 9 月調査より
総世帯数 女性世帯主世帯数 女性世帯主世帯%
1 Manzilanzi A （88） - -
2 Manzilanzi B 106 18 16%
3 Mlimani 56 18 32%
4 Mwinyi 50 7 14%
5 Kawawa 69 19 28%
6 Harambee 62 13 21%
7 Songambele 63 14 22%
8 Muungano 66 17 26%
9 Kivukoni 52 12 23%
10 Mkapa 57 16 28%
11 Mwongozo 96 22 23%
12 Azimio 49 8 16%
13,14 Mbelezungu A, B - - -





















































































































































































































































































































































































































































































































































































本節では、ASM と彼女たちの 3 人の娘（図 3
参照）をはじめとするングーのイスラム女性たち
の語る半生を紹介する。
1  離婚女性 ASM
1949 年に、現在のタンガ（Tanga）州 Kilindi 県
にある Sitende Bokwa 村で生まれた。
1954 年から 63 年まで、マドラサでコーランを
習った。生徒は30人いたが、女性がだいたい20人、
男性が 10 人いた。先生は、Hassan Makau という
先生だった。



























1967 年には、第二子目（女児）の MaOS を同
じ診療所で出産した。出産後、お祝いに、自分た
ちのヤギを食べた 35。
1969 年には、第三子（女児）の AOS を同じ
診療所で産んだ。ちょうどそのころ家畜市　
（mnada）が立っていたため、牛の足を買った 36。
1972 年には、第四子で男児の MoOS を同じ診
療所で産んだ。はじめて男児を生み、夫がたいそ
う喜び、大きなヤギを食べた 37。
1974 年には、第五子（女児）の MwOS を同じ
診療所で産んだ。彼女の出産後は、野生動物の肉
を食べた。夫が自ら鉄砲で撃ち、狩ってきた 38。










意書（barua ya talaka）と、谷・平地の 3 エーカー
の畑を受け取った。当時、夫は 50 頭ほどのウシ
を所有していたが、第二の妻との暮らしのために
次々と売却し、現在は 2 頭になってしまっている 40。
その年に、第六子 SOS をつれて、親戚に挨拶
するために故郷のタンガへ戻った。第一子目の





































2010/11 年には 3 筆の畑で作物を栽培した。1
筆目の畑（2 エーカー）にはラッカセイを作付け





穫はわずか 3 リットルにとどまった 45。また、翌
2011/12 年には 4 筆の畑で農業をおこなった。1
筆目（2 エーカー）にはラッカセイを作付けして
10 袋を収穫。2 筆目（1 エーカー）にはヒマワリ
を作付けして収穫は 5 袋。3 筆目（1 エーカー）
にはゴマを作付けして 1 袋を収穫。4 筆目（1 エー
カー）ではトウモロコシとササゲを混作したが、
この年もトウモロコシの収穫はゼロで、ササゲの















2  寡婦 MaOS
1967 年に、母 ASM と父 OMS の間の 9 人の子
供のうちの第 2 子としてマジェレコに生まれた。













相手の RSS は、同じくングーで、SSS の子供。









いでいる。その後、ARS は 2004 年に、E という
男性と結婚し、Chinangali へ行った。婚資として
は、TSh200,000 を ARS の父親である夫 RSS が受
け取り、MaOS は TSh50,000 を受け取った。
1997 年には、二人目の子供（女児）、ZRS を
出産した。現在、Chamwino 中学校 2 年生（Form 
II） に在学している。割礼が政府によって禁止さ

























3  寡婦 AOS
1969 年、 マ ジ ェ レ コ 生 ま れ。 母 ASM と 父









1985 年には、Iringa Girls 中学校に入学し 1988
年に卒業した。
1990 年には、Chamwino で地方公務員の仕事に
就く。1990 年から 1992 年までは Manchali の村行
政官（VEO）をつとめた。
そのときに出会った同じく地方公務員の男性







た 50。1999 年には、第三子（男児）SeDM が生ま
れた。
出産後も引き続き地方公務員として働いた。
1992 年からの 6 年間は Chinangali 村の村行政官
（VEO）を務めた。その後も、Lamaiti 村（Bahi に
ある村）で 3 か月、Dabalo 村で 1 年、Chimendeli
村（Bahi にある村）で 1 か月、村行政官（VEO）
と し て 働 い た。 夫 は、Dabalo、Chimendeli、





































4  未婚女性 HOS







1995 年に 7 年生で卒業した。割礼式（jando）
も成女儀礼（unyago）も、うけていない。
その後、農民の仕事をしてきた。土地は、父親





覚えている。JMM は、父親にウシ 2 頭を払った。
また、その後も子どもの養育費として、洋服・油・
石鹸（代）を提供し続けてくれている。







































じ め た い。 商 売 は、 子 魚（dagaa） を Mwanza
や Tabora で買い付けて、週 1 回開かれる青空市
（gulio）57 で売りたい。とはいえ TSh300,000 ほど
の元資金が必要なので、投資してくれるお金持ち
を探している。なってくれないだろうか？
5  既婚女性 MA
1985 年に、マジェレコの家にて生まれた。母
親は GS（民族 : ゴゴ、氏族 : 不明）、父親は AM（民





















































バ ン バ ラ マ メ（njugu mawe） や イ ン ゲ ン マ メ
（maharage）、ラッカセイ、トウモロコシ、ヒマワ
リを栽培してきた。
第一子 DPM、第二子 JPM、第三子 MPM、第
四子 PPM をチロヌワ診療所にて出産した（いず
れも出産年不明）。第五子 RPM は、1977 年同じ
診療所にて出産した。全員女児。
現在、彼女は、夫と、第四子 PPM、PPM の夫
と 4 人の子ども（VN の孫）と暮している。DPM
は夫と 4 人の子ども、JPM は夫と 8 人の子ども、
MPM は夫と一人の子ども、RPM は夫と 1999 年
に生まれた子 M とくらしている（図 4）。全員ゴゴ。
PPM も RPM も好きな人と結婚した。RPM の夫






2  離婚女性 AM
宗教 : キリスト教からイスラム教に改宗































資としてヤギ 5 頭と TSh12,000 を母親と兄が受け
取った。
村の中の人だが、Mlimani 村区の人で、彼の畑






















嫁いできた。3 人目の妻は 2 年、4 人目の妻は少












5 4 3 2 1
RPM PPM MPM JPM DPM
1977- ?- ?- ?- ?-
Ｍ 4人 1人 8人 4人
1999-





























3  寡婦 PS
1952 年に、Bahi の町の北方に位置する Mugu
村で生まれた。出産は Bahi の病院で。母親は

















行先は、西にある Manyoni 県 Kitingo 村で、「すごー
く白く（peupe）」、6 月～ 12 月の間に太陽がよく
照っていた。























































































4  未婚女性 EM
写真 3. 親せき宅にて一緒に酒をつくる EM（左）

























Ja、B という 3 人の女の子を出産した。現在、彼
女の孫にあたる 7 歳児の Ji と、5 歳児の Ja は、
彼女と一緒に生活している。




1986 年には、第二子（男児）の JoeTM を同じ
診療所で出産した。その後、JoeTM は小学校 7
年生で中退し、妻と子供（男児）V と生活している。
1990 年には、第三子（男児）の EA を同じ診
療所で出産した。その後、中学校 4 年生まで終え
て、現在は、妻と子供（男児）H と生活をしている。
1993 年には、第四子（女児）の P を同じ診療
所で出産した。その後、P は 2 人の男児、T と N
を出産した。T という名前は、TM（EM の内縁の夫）
の名前からとったが、EM はその 4 歳の孫と一緒
























で演奏する。2012 年現在、メンバーは 14 人で、





写真 4. Ngoma を演奏する教会
5  未婚女性 LN












4 3 2 1
1981-1985
EM
1959- TM MSM JoSM JuSM
4 3 2 1
P EA JoeTM RTM
1993- 1990- 1986- 1982-
3 2 1
Ｎ T H V B Ja Ji
1999-














2004 年には、同じく RM との間の第二子（女児）、
SN を自宅で、伝統助産師の手を借りて問題なく
























しかし、第 3 子で、教育も受けてきた AOS は、
FGM は受けず、unyago のみを経ている。さらに、



































注：「結婚」列（　）内は出産年、[     ] 内は同居年、「婚資」列（　）内は
ndima。出典：2012 年 8 月調査より
表 3. インタビュー対象者の成人儀礼と結婚
対象者 婚姻状況 宗教 民族 出生年 FGM Unyago 結婚 婚資
ASM 離婚 イスラム教 Nguu 1949 1963 1963 TSh6,000
MaOS 寡婦 イスラム教 Nguu 1967 1984 1987 ウシ 6
AOS 寡婦 イスラム教 Nguu 1969 なし 1984 1991 TSh100,000
HOS 未婚 イスラム教 Nguu 1980 なし なし （1999） （ウシ 3、ヤギ 1）
MA 既婚 イスラム教 Nguu 1985 ? ? 2001 TSh180,000
VN 既婚 キリスト教 Gogo 不明 年不詳 年不詳 ウシ 5、ヤギ 10
AM 離婚 キ→イ Gogo 1951? 1974 1977 ヤギ 5、TSh12,000
PS 寡婦 キリスト教 Gogo 1952 1967 1976 ウシ 12
EM 未婚 キリスト教 Kaguru 1959 初潮前 [1981] なし

























































































究」（杉村和彦代表、基盤研究 A、平成 22 ～ 25
年度）及び「タンザニア南東部コミュニティにお
ける女性世帯主世帯の脆弱性と自在性」（阪本公
美子代表、研究活動スタート支援、平成 22 ～ 23
年度）の成果の一部である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1 Mnyampala (1971, 1995).
2 Rigby (1969).







5 阪本 (2010); Sakamoto (2011); Chant (1997), pp.7-10, 15-18; 
Fuwa (2000), pp.125-128; Vuuren (2003), pp.22-28. たとえ





7 阪本 (2010)、Sakamoto (2011)。
8 Vuuren (2003), pp.143-145.






13 ibid., pp.208-209. ただし、女子割礼が行われる場所につ
いては、ブッシュではなく母親の家だとする説もある
（Mnyampala, 1971, p. 63; 1995, p. 106）。
















24 Tanzania (2011), p.13.
25 別の政府統計資料によると、ザンジバルを除いたタンザ
ニア本土における女性世帯主世帯の割合は、1991/92 年
には 17.6％、2000/01 年には 22.9%、2007 年には 24.5%
と増加傾向にある（Tanzania, 2009, p.7）。
26 Tanzania (2007), p.130.
27 Tanzania (2009), p.7.
28 Tanzania (2006), p.40.
29 Kilindi 県は、2002 年に Handeni 県が分割されてでき
た比較的新しい県。Handeni 県の東半分はそのまま
Handeni 県として残り、西半分が新たに Kilindi 県となっ
た（Tanzania 2008, p.2）。
30 マジェレコ地区（マジェレコ村と隣接する Chinangali Ⅰ
村の 2 か村から構成される）を担当する農業・畜産普
及員の推定による（2011 年 9 月に黒田が聞き取り）。ま
た、この普及員や他の村人からの情報を総合すると、牛
を飼育している世帯の割合は、村全体でみると約 20％、
Manzilanzi の 2 村区（A と B）に限ると約 40％と推定で
きるが、これについては今後さらに正確なデータを入手
する必要がある。
31 Mbelezungu A 及び Mbelezungu B については、地理的
にも離れているため、今回の調査から除いた。なお、








言われている（2012 年 8 月 31 日、ドドマ大学と共催の
ワークショップより）。
34 現在、HdOS は結婚し、4 人の子供と 1 人の孫と Dabalo
で喫茶業の商売をしながら暮らしている。
35 現在、MaOS は後述のとおり結婚後、3 子をもうけたが、
寡婦となり、子ども 2 人とマジェレコ村で農民の生活を
している。
36 AOS も後述のとおり 3 子をもうけたが、寡婦となり、
子ども 2 人とマジェレコ村で生活をしている。
37 その後、MoOS は PS の娘、AS と結婚し、4 人の子ども
をもうけ、マジェレコ村で家族と農民の生活をしている。





2 ～ 3 月の段階では、第 3 子 HR と第 4 子 OS は、祖母
ASM と暮していた。
39 夫の話に基づき作成した家系図によると、HM というゴ
ゴの女性と 1981 年に結婚をしている（図 3 参照）。彼女
との間には子供はいない。
40 現在残っている 2 頭（去勢牡牛 maksai）についても、
実際の所有者は OMS 自身ではなく息子の K (MS) であ
るという（調査助手 Asha による）。
41 MMS は、夫 OMS のキョウダイで、村の名士 ( 牛持ち )、
SSS と結婚している（図 3 参照）。
42 後述のとおり、その後、HOS は、2 人の男性との間に
あわせて 3 人の子どもをもうけ、マジェレコ村で農業お
よび日雇い労働などを生業として生活をしている。
43 その後、FOS は 1998 年に結婚し、夫と 2 人の子どもと
一緒に Chinangali Ⅱで生活をしている。喫茶業を営んで
いる。





2012 年 2 〜 3 月に黒田がマジェレコ村で実施した調査
票調査の回答に基づく。

















49 現在 MDM は、チャリンゼでガソリンなどを売る仕事
をしている。











支払う家畜等の財物のこと、Rigby 1969, p.244 も参照）





支払わないという（2012 年 8 月 26 日聞き取りによる）。
これらの支払は、JMM から、HOS の父親 OMS に直接
なされるため、支払った家畜の頭数についての JMM の
発言はかなり正確であると考えてよい。JMM には 4 人
の正妻がいて、牛 58 頭、ヤギ 70 頭、羊 62 頭、鶏 20 羽
を所有している（2011 年 9 月 22 日、黒田聞き取りによ
る）。
55 2012 年 2 〜 3 月に黒田がマジェレコ村で実施した『調
査票調査』の回答に基づく。
56 2011/12 年は、前年と同様に、トウモロコシを 2 エーカー、
ラッカセイを 1 エーカー、ゴマを 2 エーカー作付したが、
結果は以下のように、かなりの収穫があった。トウモロ
コシが 6 袋 （前年は 0）、ラッカセイが 10 袋 （前年はバ
ケツ 2 杯＝ 40 リットル）、ゴマが 3 袋 （前年は 0.5 袋）
（2012 年 2 〜 3 月に黒田がマジェレコ村で実施した『調
査票調査』の回答および 2012 年 8 月に黒田が行ったイ
ンタビュー調査による）。
57 マジェレコ村では毎週、木曜日に開催される。
58 氏族名は、名士 SSS と同じだが、とくに関係はなく、
名前が似ているだけ、という。
59 ゴゴ社会特有の屋根の低い伝統的家屋。
60 AOS に確認したところ、実際、DB に酒をやめるように
すすめた、という。




いい生活をしている (nina maisha mazuri)。」と答えた。
彼女は 5 エーカーを耕しており、食料も足りており、必
要な場合、母親を支援している。
62 この CS という男性の民族については、文化的に非常に






63 1994 年に、ASM の第 4 子、MOS と結婚し、4 人の子ど
もとマジェレコ村内で生活をしている（図 3 参照）。











70 Rigby (1969), p.50, pp.226-229; Beidleman (1967), p.61.
71 Rigby (1969), p.223。注 33 も参照。
72 Rigby (1969).
73 Beidleman (1967), Rigby (1969), p.220.
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55タンザニア中部ゴゴ社会における女性世帯主世帯の多様性と変容
Diversities and Changes among Female-Headed Households 
in the Gogo Society of Central Tanzania:
From 10 women’s life histories in Majeleko Village
SAKAMOTO Kumiko and KURODA Makoto*
Abstract
This research sheds light on women within the Gogo Society from the perspective of the minorities – female-
headed households and with emphasis on the minority ethnic group such as the Nguu women. Furthermore, 
by comparing life histories of 10 women ranging from those in their 20s up to those born in the colonial era, it 
highlights changes within women’s lives. In Majeleko Village of Dodoma Region, life histories of 10 women were 
collected: five Nguu women, four Gogo women, and one Kaguru woman. Among them two are divorced, three are 
widowed, three are unmarried, and two are married. Their religions were Islam (six, one converted from Christian) 
and Christians (four).
The life histories provided five distinct findings in comparison to previous research of the Gogo and the Nguu. 
Firstly, there was a distinct change among Nguu sisters where the mother and the second born experienced female 
genital mutilation (FGM) and initiation rites (unyago), the third born educated sister experienced only unyago, and 
the seventh born did not experience FGM nor unyago. This availed prior to the abolishment of FGM in Tanzania and 
among the Gogo women. 
Secondly, an elderly woman born in Tanga, where Nguu originated from, married in the same year as her FGM 
and initiation rite as previous research indicated as common among the Nguu, whereas other women (Gogo and 
younger Nguu) had a time lag between FGM/unyago and marriage as previous research indicated as common among 
the Gogo. Thirdly, the life stories confirmed previous research that money was more common among the Nguu, and 
more cattle was used among the Gogo as bridewealth.
Fourthly, marriage was valued differently among the widowed, divorced, and unmarried. The widowed valued 
their previous experience in their marriage, the divorced indicated that they had good experience in the past but 
situation changed which pushed them into establishing their own lives without their husbands, and the unmarried did 
not even want to speak about marriage. The response of the unmarried underlined previous research which indicated 
the emphasis of marriage among the Gogo – a perspective different from matrilineal Southeast Tanzania, where the 
author previously collected life histories. Lastly, self expression through ngoma (drum) groups or converting religion 
in addition to having their own livelihoods was also found in the life histories.
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